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Abstract: The purpose of this paper is to clarify the factor of the distribution of the Graffiti. Graffiti 

points analysis on the road network was performed. Hot spots of damaged area are shown in detail on 

the road network, it suggest that writers behavioral characteristics can be read more precisely on 

network space rather than on Euclidean space, as they move and write over street space. The territories 

of Graffiti writers and their characteristics are shown. 
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1. はじめに 

 「グラフィティ(Graffiti)」とは街の外部空間に

描かれる落書きのことである．しかし，グラフィテ

ィは一般的な落書き行為とは異なり独自の文化を

持っている．グラフィティライターは暗黙の了解を

前提として，街のなかで表現・主張・縄張り争いな

どを行っており，単なる落書きを越えたある種の社

会的行動の表出であるといえる． 

 近年では，東京の各所で多くのグラフィティが描

かれるようになり，市街地における被害が広がって

きている．その多くは都市景観を汚す存在として認

識されており，建物や公共物などに落書きをする行

為は建造物損壊罪などにあたる違法行為とされて

いる．一方でグラフィティを含めた落書き被害に対

する有効な対策が存在しないことも事実であり，行

政や地域住民が落書きを消す活動やボランティア

を募って壁画制作をして被害を抑制する活動など

が行われているが，有効性は確かめられていない． 

 布川・伊藤(2010)では市街地におけるグラフィテ

ィ分布のユークリッド空間での分析によりライタ

ーの行動特性を示した．しかし，市街地におけるラ

イターの行動範囲は歩行可能な道路上にほぼ限定

される．よって，本研究では道路ネットワーク空間

での分析を行うことで，ライターの行動特性をより

精緻に検証していく．また，各ライターの空間的な

縄張りパターンと縄張り争いについて視覚化する

ことで，全ライターをまとめて一度に分析していて

は捉えきれないグラフィティの発生要因を究明す

る．グラフィティ(主にタグ)は一般的にライターの

名前(以下，タグネーム)を記しているため，これを

判別していくことで縄張り分布の視覚化を目指す． 
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2. 分析における基本情報 

2.1 グラフィティの種類 

 グラフィティの種類は一般的に書体や描画時間

などによりタグ(Tag)，スローアップ(Throw-Up)，

ピース(Piece)の３つに分けられる．本研究ではグ

ラフィティを描き上げるのにかかる所要時間によ

る描画行為の発覚可能性の高さにより全４種類に

グラフィティを分類した(表-1)． 

表- 1 グラフィティの種類別定義 

 

 

図- 1 グラフィティ種類            

(①タグ②スローアップ A③スローアップ B④ピース) 

2.2 対象物の種類 

 グラフィティが描かれる対象物の種類をその所

有者の性質から，「公共物」「建物付随物」「建物直

接」の３種類に分類した(表-2)． 

表- 2 対象物の種類別定義 

対象物 定義 

建物直接 扉と窓を含む外壁面（シャッターは含まない） 

建物付随物 敷地内にある建物直接以外のもの 

公共物 道路上の公共物と公共施設，また自動販売機 

  や駐車場などの建物と関係の無いものも含める 

2.3 分析範囲 

 高円寺の駅周辺(駅を中心とした半径 600m 以内

の範囲)を分析対象として，2009 年 5〜10月の期間，

全 16 回の調査を行い，対象範囲内の全街路におけ

るグラフィティの位置情報と属性値(グラフィティ

種類，対象物)を得た．対象地域内には 1294 地点に

3720 個のグラフィティが存在していた． 

2.4 ライターの縄張り分布調査 

 本研究では各ライターの縄張りパターンの視覚

化のため、あらたに追加調査を行った．この調査で

はグラフィティの位置情報以外にそれぞれのタグ

ネームを属性情報として得ている．調査は 2011 年

5〜7月の期間に全 10 回行った．調査は前回調査範

囲の 1/4 にあたる北西エリアとし，駅近辺と商店街

(北西向きを①，北向きを②とする．)，高架下，住

宅系地域が含まれるように設定している(図-2)． 

 これにより，各ライターの分布パターンを見るこ

とができ，全グラフィティ分布ではあまり触れてい

なかった比較的発生頻度の少ない住宅系地域にお

ける発生要因や，各ライター間の縄張り争いについ

ても分析することが可能になると考えている． 

 

図-2 縄張り分布調査範囲  

3. ネットワーク分析について 

3.1 本研究におけるネットワーク分析の目的 

 ネットワーク分析とは道路ネットワーク距離を

用いた空間分析である．直線距離を用いたユークリ



ッド空間での分析では，街区の大きさや交差点の有

無により，グラフィティの描画可能空間の面積に差

が生じることで分析結果に影響を与える可能性が

ある．また直線距離では，それぞれの位置関係が実

際の歩行距離と異なり，ライターの行動特性を考え

る上で適していない可能性も考えられる．以上の問

題は，ネットワーク上での分析を行うことによって

解消されると考えている． 

 ネットワーク分析では，主に岡部・奥貫らによっ

て開発された SANET を用いて行っている． 

3.2 道路ネットワークデータの作成 

 道路データには数値地図 2500 を使用する．しか

し，歩行可能なすべての道路がデータ化されていな

いため，数値地図 2500 に存在しない道路について

はシェープを作成した．数値地図による道路データ

と自作の道路データのネットワークの接続性をジ

オメトリックネットワークによって構築している． 

4. 駅からの距離とグラフィティ発生頻度 

4.1 駅からのネットワーク距離 

 駅からのユークリッド距離とネットワーク距離

の関係，グラフィティ発生頻度を導くため道路ネッ

トワークの属性に駅からのネットワーク距離を付

加させた．データとしては，単位距離(本研究では

2m)に切られた道路リンク上に駅からのネットワー

ク距離を与えている． 

 

図- 3 駅からのユークリッド距離(横軸)と       

ネットワーク距離(縦軸)の関係 

 またグラフィティ分布の各点についても，同様に

ネットワーク距離を与えている．各点におけるユー

クリッド距離との関係を散布図で表したところ，越

塚(1983)による直線／道路距離の期待値の比とほ

ぼ重なっている(図-3)．よって，分析範囲内の街路

は一般的なネットワーク形態であると言える． 

4.2 ユークリッド／ネットワーク分析の結果比較 

 ネットワーク距離を付加させた道路リンクをも

とに，駅からのネットワーク距離帯 20m ごとの道路

総延長を算出した．これにより，各距離帯における

グラフィティ発生頻度を導き，駅からの距離との関

係を表した(図-4)．概観してみるとユークリッドと

ネットワーク距離の差はほとんど見られない。しか

し，駅近辺(20-40m 距離帯)や発生頻度のピークに

おける伸びが，ネットワーク距離の方が比較的大き

い．これらの結果に対してミクロに事象を見てみる

ことで，ユークリッドとネットワークの分析結果の

差が見出せると考えている． 

 

図- 4 駅からの距離とグラフィティ発生頻度   

(左：ユークリッド距離(グラフィティ発生頻度：個/㎡)，

右：ネットワーク距離(グラフィティ発生頻度：個/ｍ))  

 たとえば発生頻度がもっとも高い値を示す距離

帯(以下，ピーク距離帯)について見てみる．ユーク

リッド距離では 120-140m，ネットワーク距離では

160-180m であるが，越塚(1983)の距離比にあては

めてみるとほぼ一致している．しかし，実際のユー

クリッド／ネットワークの各距離帯，分布密度の位

置関係を見てみると，ネットワークのピーク距離帯



街路が，ユークリッド距離によるピーク距離帯から

ずれて位置するものが存在している．そして，その

ネットワークのピーク距離帯街路がユークリッド

のそれよりも比較的発生頻度の高いエリアにある

ことがわかる(図-5)． 

 

図- 5 グラフィティ発生頻度のピークエリア   

(バッファ：ユークリッド距離 120-140m，      

赤太線：ネットワーク距離 160-180m)  

5. 対象物別分布パターン 

5.1 ユークリッド／ネットワーク分析の結果比較 

 布川・伊藤(2010)では，対象物別の分布パターン

について，公的な対象物になるに従って分布域が広

がることを示した．図-6,7 はユークリッド／ネッ

トワークそれぞれの分布パターンを示している．ネ

ットワーク空間においても同様に分布が広がって

いることがわかる．各対象物の駅からの距離と分布

の累積相対度数を見てみても明白である(図-8)． 

5.2 ネットワーク空間における分布域の広がり方 

 図-6 のようにユークリッドでの分布パターンで

は駅を中心に徐々に分布が広がっているように見

える．しかし，図-9 のネットワークでの分布域の

広がり方を見てみると，駅周りの分布域から外れた

エリアに分布が点在して，それらを繋ぎ合わせるよ

うに分布が広がっていることがわかる．罪悪感を覚

えにくい対象物に対する分布の広がりに応じて，よ

り罪悪感を覚えやすい対象物に対する分布が点在

しながら広がっていることから，対象物ごとの罪悪

感の階層性がグラフィティ分布の広がり方に影響

を与えている可能性があると考えられる． 

 

図- 6 ユークリッド空間での対象物別分布パターン   

(左上：建物直接，右上：建物付随物，左下：公共物)  

 

図- 7 ネットワーク空間での対象物別分布パターン   

(左上：建物直接，右上：建物付随物，左下：公共物) 

 

図-8 駅からの距離と対象物別分布の累積相対度数   

(左：ユークリッド距離，右：ネットワーク距離／  

青：建物直接，赤：建物付随物，緑：公共物)  



 

図-9 ネットワーク空間における分布域の広がり方   

(上：建物直接(グレー)，中：建物直接/建物付随物(オ

レンジ)，下：建物直接/建物付随物/公共物(赤))  

6. 各ライター間の縄張り争いの空間分析 

6.1 ライター別グラフィティ件数 

 図-10 を見てみると，図-2 の範囲内にグラフィテ

ィを1,2個しか描いてない者が全ライターの約7割

に達する．これは良見・北田(2007)による，近年グ

ラフィティが多く描かれるようになって現れたフ

ォロワーという現象にあたると考えられる．またラ

イター１人あたりのグラフィティ数の平均は 3.86

個で，範囲内に 5 つ以上描いているライターはグラ

フィティを比較的多く描いていると考えられ，空間

的に縄張りを形成している可能性も高い． 

 

図-10 ライター1 人あたりのグラフィティ件数別   

ライター人数 

6.2 縄張り分布の類型化 

 図-10 よりフォロワーでないライターの総数は

61, 平均より多く描いているライターだけでも 39

存在している．まず，61 通りの分布パターンを視

覚的な判断で類型化していきたい．駅，2 本の商店

街，住宅系地域との位置関係から，5類型に分類し

てみた．図-11 では各類型にあたる 1ライターの縄

張りパターンを抜粋したものである．これらの類型

が複合する場合もあり，グラフィティ数が比較的少

ないと単一の類型に分類されやすく，グラフィティ

数が 10 を越えると分散型が多い傾向にある． 

 

図-11 縄張り分布パターンの類型         

(左上：駅近辺型，右上：商店街①型，左中：商店街②

型，右中：住宅系地域型，左下：分散型) 



6.3 縄張り争いの視覚化 

 図-12は各ライターの分布パターンを同一色の半

透明レイヤにして重ねて描画したものである．ライ

ター１人あたりのグラフィティ数が圧倒的に多か

った 2 つのライターの縄張りをタイプⅠ，範囲内に

5 つ以上描いているライターの縄張りをタイプⅡ，

5つ未満をタイプⅢとして，それぞれ縄張りを重ね

ている．また 1,2 個のみはフォロワーであると判断

し，除外している． 

 図-12 の通り，縄張り分布の重なりは共通して駅

近辺にて生まれており，タイプⅠ，Ⅱは商店街①に

延びている．駅から商店街①にかけては縄張り争い

が活発に行われている可能性が高い．またタイプⅠ

では，上記のエリアで重なりながらも，それ以外で

は互いに重ならないように分布している．各縄張り

分布は一定のエリアで摩擦を起こしながらも 6.2

にて分類されたように位置関係は多様であり，縄張

り分布 5 分類の各重心と争いの活発なエリアがど

う関係しているかをつぶさに見ていくことで，縄張

りと摩擦の形成要因が見えてくると考えている． 

 

図-12 縄張り争い分布パターン         

(上：タイプⅠ，左下：タイプⅡ，右下：タイプⅢ) 

7. まとめ 

 布川・伊藤(2010)で行ったユークリッド空間での

分析の発展として，本研究ではネットワーク空間で

の分析，及びそれぞれの分析結果比較を行った．ユ

ークリッドに比べ、ネットワークでの分析では分布

の集中地点と分布域の広がり方をより細やかに見

ることができた．ユークリッドでは見えなかったミ

クロなスケールでの分布の様相について，今後は統

計的検定を含めて客観的に示していくことが課題

である．また，新たに行った縄張り分布の調査によ

り，各ライターの縄張り争いを視覚化することがで

きた．各縄張り分布間の空間的な関係性についても

より明らかにしていきたい． 
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